



















































































































人国家の建設を目指す新アフリカ共和国（Republic of New Afrika）が設立された１４。さらに、学生



























































































































































































































メリカ黒人の間で高まっているという SDC の主張と、SDC による訴訟内容に関する記事を掲載し
た5２。SDC の主張は認められなかったものの、訴訟の時期からは下院４４２法案の下院通過が SDC の
行動を促進したことが読み取れる。
　下院４４２法案の下院通過後の１９８７年９月２６日には、アメリカ黒人賠償請求連合（The National 
Coalition of Blacks for Reparations in America： N’COBRA）が設立された。N’COBRA は、アメリカ
におけるアフリカ人の子孫への賠償を獲得することを目的として、黒人弁護士全国協議会（National 
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